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公共事業費の大盤振る舞い 
水ぶくれ予算は見直せ 

２０１４年度予算に組み替え動議提出 

 ２０１４年度予算は２月２８日、衆院本会議で採決

され、与党などの賛成多数で可決されました。 

 衆院本会議に先立ち、衆院予算委員会で締めくくり

質疑が同日午前から開かれ、大串博志、岡田克也、理

事の長妻昭の３議員は審議が不十分だとして、二階委

員長に採決予定の撤回を強く求め、拙速に質疑を終え

ないよう強く抗議しましたが、委員長はこれを聞き入

れませんでした。 

 ３番手の長妻議員は質問はせず、「予算の採決をす

ることを昨日委員長職権で決めたことに強く抗議す

る。中央公聴会、分科会に続き今回も職権で採決を強

行しようとしている。こんな超特急審議でいいのか」 

「普通にやってほしいと言っているだけだ。採決は受

け入れられない」と二階委員長に抗議を表明しまし

た。 

 衆院本会議での採決に先立ち民主党は組み替え動

議を提出しました。①水膨れした予算が経済の再生や

財政健全化への歩みを遅らせる②公共事業費の大盤

振る舞いが人件費、資材費の高騰を招くなか、見直し

が必要③復興特別法人税の前倒し廃止は行うべきで

はない➃原発依存度を引き下げる方向性が予算上見

えない――などの問題点を是正するため、予算を撤回

し、編成替えするよう求めるものです。組み替え方針

として①公共事業予算の縮減（削減額１兆円）②水膨

れ予算の適正化（削減額１兆円）③復興特別法人税の

前倒し廃止の撤回（増収額・復興債発行減額６４００

億円）➃人への投資の拡充（追加額６千億円）⑤エネ

ルギー関連予算の組み替え――を盛り込みました。 
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